




 

  気管支喘息発作時,呼吸器感染症が重症化因子として重要であり,その適切な

治療は対症療法に欠かせない。一方,感染症合併の有無を早期診断するのに困難

を覚えることが少なくない。好中球アルカリフォスフアターゼ(NAP)の生物学的,

免疫学的活性,意義については不明な点が多いが,各種疾患で変動し,細菌感染

症ではその重症度にある程度相関して高値を示すといわれている。 


